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インドネシアのイスラーム運動とアラブ世界
―オランダ植民地期末期におけるナショナリズムをめぐる論争―
山口　元樹
　本報告では，オランダ植民地期末期，1920 年代末から 42 年までのインドネシアの
イスラーム運動を考察した。この時期のイスラーム運動に関して従来の研究が主に取
り上げてきたのは，ナショナリストとのイデオロギー面での対立であった。これまで
の研究の問題として，外部の「イスラーム世界」との関係が十分に考慮されていない
こと，イスラーム運動の中での立場の相違が軽視されていることの 2 点が指摘でき
る。そこで本報告では，特に 1930 年代後半以降に起こったナショナリズムをめぐる
論争に焦点を当て，イスラーム運動の中での見解の相違とアラブ世界が及ぼした影響
を検討した。
　 1930 年代前半のイスラーム運動の中には，ナショナリストとの対立の一方でナ
ショナリズムとの調和を求める動きも見られた。そして，1930 年代後半になると，
インドネシア内の政治勢力団結の動きを背景に，イスラームとナショナリズムの両立
を掲げる宗教的ナショナリストが台頭した。1930 年代後半以降のイスラーム運動内
の論争からは，政治的な汎イスラーム主義が後退し，宗教的ナショナリズムが主流に
なったことがうかがえる。以上のことから，1920 年代末以降，インドネシアのイス
ラーム運動はインドネシアという国民国家の概念を受容していったと言える。
　また，インドネシアのイスラーム運動内での宗教的ナショナリズムの台頭には，ア
ラブ世界からの影響力が強く認められる。1930 年代前半には，カイロ留学生や帰国
者がナショナリズムへの接近の動きにおいて中心的な役割を果たした。さらに，
1930 年代後半以降のナショナリズムをめぐる論争では，アラブ世界のイスラーム知
識人の著作が論拠に用いられた。アラブ世界のイスラーム知識人は，ナショナリズム
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自体は禁じなかったため，インドネシアの宗教的ナショナリストにとって理論的根拠
となった。
　ただし，アラブ世界の影響がインドネシアにもたらされてから，実際にイスラーム
運動に広まるまでに時間的な隔たりがある。また，アラブ世界のイスラーム知識人の
著作の理解の仕方にもインドネシアのムスリムの間で大きな差異が存在する。した
がって，アラブ世界からの影響の受容は，インドネシア内の状況や個々のムスリムの
選択に大きく依存していたと言える。
1930 年代のマレー民族主義者が見た満洲，パレスチナ，マラヤ：
マレー語紙『マジュリス』の分析から
坪井　祐司
　本報告では，マレー語紙『マジュリス』の論説から，1930 年代のイギリス領マラ
ヤにおけるマレー・ムスリムの世界観を分析することを試みた。
　 1930 年代のマラヤでは，マレー人，華人，インド人という多民族社会のなかで，
各民族のナショナリズムが高揚した。クアラルンプル発行のマレー語新聞『マジュリ
ス』は，当時のマレー・ナショナリズムを代表する新聞の一つであった。『マジュリ
ス』は，マレー人の団結と政治的権利を主張する華人，インド人への対抗を訴えた。
これは，多民族の植民地都市社会におけるマレー人の主張を代表していたと考えられ
る。
　『マジュリス』は，国際情勢に関するニュースも多く，それをもとにした論説も多
く掲載された。『マジュリス』がみた 1930 年代の世界は，第二次世界大戦へと向かう
危機の時代であった。とくに多く取り上げられたのは，極東における満洲事変に端を
発した日本の大陸侵略と，中東のパレスチナをめぐるアラブ人・ユダヤ人の対立で
あった。アジアの東西の二つの問題は，弱肉強食の民族間の争いのなかで，帝国主義
国家の支援を受けた移民によって現地人の祖国への権利が脅かされているという構図
でとらえられた。
　その背景にあったのは，経済的に優勢な華人移民によって，マラヤのマレー人が危
機に瀕しているという認識であった。『マジュリス』は，満洲問題を日本人の移民に
よる満洲の土地の収奪とみなした。そのうえで，日本の満洲への侵略を非難するなら
ば，華人のマラヤへの移住もまた非難されるべきであると主張した。一方，パレスチ
ナ問題では，ブミプトラ（土地の子）としてのムスリムの権利が侵されているとし
て，ユダヤ人のパレスチナへの入植計画を批判した。この主張は，明らかにマラヤの
南山大学アジア・太平洋研究センター報　第 13 号
―　　―14
マレー人の問題を念頭に置いたものである。
　満洲，パレスチナ，そしてマラヤは，祖国における権利と移民という問題でつなげ
られた。戦争に向かう時代にあって，マラヤにおける華人との対立は武器を伴わない
政治経済の「戦争」であり，マラヤが「中国の 19 番目の省」，「第二のパレスチナ」
になるとの危機感が示された。『マジュリス』は，アジア情勢と自国の状況を観察し，
民族主義にもとづく移民対地元民の対立，ネイションの形成をめぐる構想の競合を見
出した。これは，戦後のマラヤの脱植民地化におけるマレー人の政治運動へと連続す
る視点である。
1920 年代のマレー・イスラーム知識人から見た世界：
イスラーム系ジャウィ雑誌『プンガソ』の分析
久志本　裕子
　本報告の目的は，1927 年から 29 年までマレーシアのクランタンで発行されたジャ
ウィ（アラビア文字表記によるマレー語）雑誌『プンガソ』に掲載された外国関連記
事から，当時の「伝統派」寄りのマレー人が世界をどのように見ていたのか，特にど
のような社会に対して見習うべき，あるいは避けるべき，といった判断をしていたの
かを論じることである。
　『プンガソ』は 1918 年にクランタンの王（スルタン）の諮問機関であるクランタン
宗教委員会が公式に発行する雑誌として創刊し，数回の休刊機関をはさみながらも現
在までジャウィを使用して発行されている。宗教委員会の公式見解も含むが，自由な
投稿も多数あり，クランタン州のみならず，マレー半島全域に読者がいた。投稿者，
読者はイスラーム知識人のほか，学校教師や商売を営む人など幅広いが，イスラーム
を学ぶ，イスラーム的規範を守るということに強い関心を持つことは共通している。
このため，この雑誌からは，イスラームを守りながら社会を作っていこうという当時
のマレー人指導者たちがどのように世界の情勢を見守り，そこからどのような未来の
国家の在り方を考えていたのかを伺うことができる。
　『プンガソ』の外国についての記事は創刊時から次第に増加しており，特に 1928 年
では急増，また情報源も多様化している。20 年代半ばにはエジプトの『アル = アフ
ラーム』紙が世界の情報の主な情報源であったのに対し，20 年代終わりにはイギリ
スやアメリカの英字紙，シンガポールの新聞，そしてサウジアラビアの『ウンムル・
クラー』紙が情報源に加わっている。網羅される記事のトピックと，そこに示される
見解はこの情報源の変化と関連している。最も特徴的なのは，ヒジャーズ情勢に対す
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る見解の変化である。1927 年までの記事では，エジプトの『アル・アフラーム』紙
を主な情報源とし，シャリーフ・フセインへの支持と，ワッハーブ派に対する懸念が
明確に示されていたが，1928 年以降の記事ではイブン・サウード政権の広報紙であ
る『ウンムル・クラー』を主な情報源とし，イブン・サウード支持へと一転してい
る。
　ヒジャーズ情勢と並んで関心が高いトピックはトルコ情勢である。トルコ情勢につ
いては，ヒジャーズ情勢のような見解の変化は見られず，ムスタファ・ケマルらによ
るカリフ制の廃止と共和国建国の当初から辛辣な批判が続いている。特に，トルコ語
のローマ字化はマレー人にも共通する問題であったため絶対に反対という論調が続い
た。
　このほかの外国情勢には明確に賛成，反対といった論が展開されることはめったに
ないが，西洋における経済発展や教育の向上を評価する記事や，日本を西洋化と伝統
維持のバランスをよくとっている社会の例として挙げる記事がいくつか見られた。こ
の西洋化に対してどう対処するかという議論は，20 年代末になって初めて見られた
ものである。
　これらの議論を総合すると，1927 年までに見られた，王の存在を前提としたイス
ラームを基礎とする国造り，という未来の国家像に若干の変化が生じた。つまり，伝
統文化をただ守っていくという意味ではなく，良いバランスを取って近代化を進めて
いくことの重要性が前面に出てきた。これらは特に 1980 年代のイスラーム復興にお
ける新たな議論としてとらえられることが多かったが，『プンガソ』のような資料か
らはこうした議論が 20 世紀初頭から繰り返されてきたものであることが分かる。今
後，同時代の他の資料も用いながらマレー人の世界情勢のとらえ方と「イスラーム的
社会像」の展開を長期的に見ていくことが課題であろう。
インドネシア・ムスリムの見た第一次世界大戦後の世界
―国際秩序再編の中のイスラーム―
小林　寧子
　 1920 年代から 1930 年代の植民地インドネシアでは，定期刊行物の発行が盛んにな
り，しかもそれまで運動体の機関誌が主流であったものから一般読者を対象とするも
のへと大きく性格を変えていった。従来の研究では，主に民族運動の動向が伝えられ
ていたが，実は海外に関する情報も多かった。また，イスラーム系の運動体の関心は
宗教問題であると考えられ，時事問題に向ける関心には注意が払われて来なかった。
南山大学アジア・太平洋研究センター報　第 13 号
―　　―16
本報告では，1920 年代に発行されたイスラーム系定期刊行物の中でも Bintang Islam
（イスラームの星），Persatoean（統一）／Dewan（議会，委員会）を中心に世界の動
向はどのように伝えられていたのかを考える。
　Bintang Islam は 1923 年からスラカルタ（中部ジャワ）で発行された。イスラー
ム改革派団体ムハマディヤは機関誌を発行していたが，これとは別個にムハマディヤ
系の会員が発行したものである。Persatoean は 1923 年からサマリンダ（東ボルネオ）
で発行され，28 年にスラバヤ（東ジャワ）に移動し，さらに 30 年にはジョクジャカ
ルタ（スラカルタに隣接）に移動して名前を Dewan に変更した。Zending Islam 
Indonesia（インドネシア・イスラーム宣教）を名乗る Maraja Sayuti Loebis の単独
編集になるもので，英領インド発祥のアフマディヤ教団とのつながりが強かった。
　両者とも，第一次大戦後の，オスマン朝の崩壊，スルタン制・カリフ制の廃止など
新生トルコの動向，聖地（メッカ，メディナ）の混乱が取り上げられ，イスラーム世
界の動揺の大きさがわかる。20 年代後半になると，ヨーロッパ事情ならびに列強と
イスラーム地域との関連を報じる記事が増える。同時に，ムスリムの開催する国際会
議やヨーロッパやアメリカでのムスリムの活動も伝えられる。ムスリムの視野が広
がっていくと同時に，Imperialism に対抗するムスリムの民族運動が各地で起きてい
ることが認識されている。オランダ関係の記事はきわめて少なく，国際関係の中での
自らの立ち位置を確かめるために世界情勢を見ているようである。
　両誌とも，英語誌，蘭語誌，マレー語誌からの引用記事も多く，アフマディヤが発
行する情報誌からのニュースも比較的多い。Bintang Islam の場合は，ムハマディヤ
系の留学生や海外在住者からの情報も掲載されている。Persatoean／Dewan はその
ようなネットワークはもたないものの，その情報収集力は Bintang Islam を凌駕す
る。誌面構成の革新性，女性執筆者を登用するなど，当時では時代の先端をゆく雑誌
のひとつであったと思われる。また，アフマディヤの海外での活動に関する情報も多
い。現在のインドネシアでは迫害の対象になっているアフマディヤであるが，1920
年代にはアフマディヤのもたらす情報がインドネシアのムスリムの目を海外に向ける
刺激のひとつとなっていたと考えられる。
（文責：小林　寧子）
